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概要 
 ラマン分光法は非侵襲的で、かつ空気中、常温下で微小領域の分子や結晶に関する情報を得る事が
可能で再現性も高い。また、測定するサンプルに対して特別な処理も必要とせず、スペクトルの測定
であれば非常に短時間で得る事ができる。スペクトルは、分子の fingerprint ととも呼ばれ、分子の
様々な特徴がスペクトル上の決まった吸収帯にピークとして現われる。さらに、スペクトルの帰属す
る分子の存在を、ピーク面積を用い半定量化できる。 
 エナメル質う蝕の治療は、正常歯質は保存し、う蝕歯質のみを除去する。その際、う蝕検知液、歯
質の色や硬さを参考にう蝕歯質を判断するが、正常歯質との境界を知る事は非常に困難である。そこ
で、初年度はラマン分光法を用いて歯質を測定した結果、ラマンスペクトル強度はエナメル質の方が
象牙質より強く、エナメル質の方に多くリン酸が含まれている事を示した。含有するリン酸比もリン
酸ラマンスペクトルのリン酸ピーク面積を用いて、エナメル質の方が約２（１．９４）倍リン酸を多
く含んでいるという結果を得た。この結果は、従来の化学分析結果とほぼ一致していた。さらに、ラ
マンスペクトルを用いたマッピングの結果、明瞭にエナメル象牙境を区別できた。マッピングは１ポ
イントのスペクトル表示ではなく、測定領域を図示化しているため、微細な領域（１μｍ２）をも識
別することができる。その特性をいかし、直径２．５μｍ程度の微細構造である正常象牙細管もとら
える事ができた。エナメル質う蝕周囲の歯質のマッピングでは、歯質が含有するリン酸の不均一な低
下が明らかとなり、正常歯質とう蝕歯質の境界を知る手がかりとなり得ることを示した。 
 今後、口腔内用プローブの開発を目指している。 
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